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　　　　　～ありのままに今を輝く～ 

江東区立南砂中学校だより
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「ドラえもん」と生成AI ～便利さの先にあるもの～  （AI について No.1） 

 

　 江東区では、中学生もGemini（生成AI）を正式に活用する制度やルールが整備されました。本校でも

８日の朝会と学活の中で、生成AIのメリットやデメリット、使用上の注意点や活用方法について指導を行

いました。 

　24時間いつでも質問に答えてくれ、文章の作成や調べ学習も手伝ってくれる。優秀な家庭教師がいつ
も隣にいるようです。しかし、便利だからこそ、私たちは一度立ち止まって考えてみる必要があります。 

「この便利さと引き換えに、失ってしまうものはないだろうか」という問いです。 
 
　 ここで思い出すのが『ドラえもん』です。のび太くんは困るとすぐにドラえもんに助けを求め、秘密道具
で問題を解決してもらいます。しかし、調子にのって最後にはもっと大きな失敗につながります。もし現代
にのび太くんがいたら、こんな会話になるかもしれません。 
　「宿題？ AIに聞けばいいや」　「読書感想文？ AIが書いてくれるよ」 
　「自分で考えるのは時間がかかるから、とりあえずAIにお願いしよう」 
 

　 近年、「認知負債」という考え方が言われます。「負債」とは借金のことです。 
に ん ち ふ さ い

　 AIに考える作業を任せると、その瞬間は楽になります。ところが、本来自分で考えることで育つはずだ
った思考力や判断力、粘り強く考え抜く力は蓄積されません。毎日エスカレーターばかり使っているうち
に、階段を上る体力が落ちてしまうようなものです。今は楽になったように見えても、便利さを「借金」のよ
うに積み重ねていくと、いざ自分で考えなければならない場面で、本当に困ることになります。 
　勉強の価値は、「答えを知る」ことだけではありません。「分からなくて悩む」こと、「試行錯誤する」
こと、「間違えてやり直す」こと、「友達と意見を交わす」こと―その過程そのものが学びです。数学
の問題を解く途中で頭を抱えた時間も、作文の書き出しに悩んだ時間も、すべては脳の大切なトレーニン
グです。だからこそ、生成AIは「代わりに考えてもらう
道具」ではなく、「自分の思考を深めるための道具」と
して使うことが大切です。 
〇「答えを教えて」ではなく、「考えるヒントを教えて」 
〇「文章を書いて」ではなく、「もっとよくするための 
　アドバイスをちょうだい」 
〇「調べて終わり」ではなく、「この情報が本当に正し
　いか確かめてみよう」 
 
　 主体的につき合うことができれば、学びを深める強
力なパートナーになるでしょう。これからの社会は、AI
を上手に活用できる人が活躍すると言われています。
　ドラえもんの秘密道具は、使う人自身が成長しなけ
れば本当のハッピーエンドにはなりません。生成AIも
同じです。便利だからこそ考える。速いからこそ立ち止
まる。回答があるからこそ問いを立てる。そんな姿勢を
大切にしながら、AI時代を生き抜く力を身に付けてほ
しいと思います。 
 
　 私たち大人もまた、「便利さ」と「学び」のバランスを
見守りながら、子どもたちとともに歩んでいきたいと思
います。 
 
※本文を図にするよう生成AIに指示した結果、漫画のキ
ャラクターがそのまま表現されました。学校だよりとしては著
作権上問題があると判断し、修正しました（右図）。 
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進路説明会・学級懇談会 アンケート結果と今後の取り組みについて 
 

１．進路説明会について 

　 現在の入試制度をお伝えし、親子で共通認識を持てる場と

して好評をいただきました。   

〇成果（いただいた声） 

　 「今の受験制度がよくわかった」「親子で同じ話を聞けてよ

かった」「1・2年生のうちから知ることができて助かった」 

〇今後の取り組み 

　  「手元資料があればもっとメモがとれた」とのご要望がありました。今後は資料の充実を図ります。 

また、「推薦や併願などの具体的な方法を詳しく知りたかった」という声に応え、時期に応じた情報提供を

していきます。都立高校等の正式な入試制度が発表される10月頃に、第二回の説明会を行います。 

 

２．学級懇談会について 

　 保護者の皆様同士、また担任との貴重な情報交換の場となりました。 

〇成果（いただいた声） 

　 グループワーク等を通して「お互いの悩みを共有・共感できた」という声や、「子どもの良いところも見て

くれているとわかった」と安心する声をいただきました。 

〇今後の取り組み 

　 合同開催クラス（C組）における「学年で分けた方が相談しやすかったのでは」というご指摘を踏まえ、

開催形態を柔軟に検討します。また、「時間の不足」や「全体の場と個別相談の切り分け」についても内

容を精査し、より有意義な時間となるよう工夫してまいります。 

 

　 「参加できなかったため後日資料がほしい」とのご意見も受けました。今後は不参加の方への情報共有

の方法も工夫します。今後とも本校の教育活動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

　 7月の主な行事　 （詳細はすぐーるで送信する月間行事予定をご覧ください） 

１日（水） 三者面談・学校公開始　放学 １3日（月） 生徒朝会 
６日（月） 朝会、５０周年記念植樹 15日（水） 　　　　　　　　　　 放学 
８日（水） 　　　　　　　　　 　放学 16日（木） ２年移動教室保護者説明会 
９日（木） 教育長トークイベント　 　委員会 17日（金） 全校集会 
10日（金） 避難訓練 20日（月） 海の日 
12日（日） PTAバザー 21日（火） 夏季休業始

※５０周年記念植樹として、7月6日にハナミズキを植える予定です。四葉の会（南中OB会） からの寄贈です。 
 
 
 
 

≪沖縄の慰霊の日≫                                          新聞をめくってみよう 
 

　８１年前の６月２３日 

　沖縄県では、沖縄戦の組織的戦闘が終結したとされる6月23日を、沖縄戦の戦没者の霊を慰め平和を

祈る「慰霊の日」として県の条例で定め、例年、県内の公的機関や学校は休日となります。 

　また、沖縄県内各地で慰霊祭や追悼式典が行われ、戦没者を偲び、追悼するために、たくさんの遺族
や関係者、一般市民が集まります。県全域で正午の時報とともに鳴るサイレンにあわせて１分間の黙祷を捧
げ戦没者を追悼する、沖縄県民にとってとても大切な日です。　   　　「沖縄観光情報WEBサイト」から


